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社保・国保審査委員連絡委員会
と　き　令和元年 7月 4日（木）15：00 ～

ところ　山口県医師会 6階会議室

協　議
1　透析患者に対する HBs 抗体、HBc 抗体につ
いて〔支払基金・国保連合会〕
　透析患者に対する感染予防のためのHBs 抗体、
HBc 抗体について、認める取扱いとしてよいか
協議願いたい。
　なお、認める場合は、頻度（6か月に 1回程度
等）及び注記の有無（透析 ( 人工腎臓 ) 時の施行
とレセプト上判断できる場合は、注記の必要はな
い等）についても併せて協議願いたい。
　〔関連記事〕「山口県医師会報」
　平成 14年 3月 1日号・社保国保審査委員連絡委員会

HBs 抗体定性、HBc 抗体については、6か月
に１回程度の算定を認める。
　なお、平成 14年 1月の社保・国保審査委員連

絡委員会における協議３（下記参照）の肝炎ウィ
ルスマーカー検査の算定間隔が、「3か月に 1回」
とあるものについても「6か月に 1回」へ変更す
る。
（参考 : 旧取扱い）

人工腎臓実施中の肝炎ウィルスマーカー検査（HBs 抗原・
HCV抗体）の算定間隔について［国保連合会］
　「6月以内の再入院時における梅毒脂質抗原使用検査、　

HBs 抗原・HCV 抗体は重複と見なす。」（平成 11 年 2 月

25日社保・国保審査委員連絡委員会）となっていることか

ら、現在、国保では６か月に１回の算定を認めている。

　人工腎臓を行う施設の一部の先生方から、院内感染を防

止する意味で３か月に１回の算定を認めてほしい旨の要望

があることから、この取扱いについて協議願いたい。

　透析の場合については、３か月に１回の算定を認める。
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2　消化管内視鏡前検査の APTT、PT について
　　　　　　　　　　　　　　　　〔支払基金〕
消化管内視鏡の前検査として、APTT（活性化

部分トロンボプラスチン時間）及び PT（プロト
ロンビン時間）が認められるか協議願いたい。

APTT 及び PTの算定を認める。

3　血小板輸血時の不規則抗体検査について　
　　　　　　　　　　　　　　 　　〔支払基金〕
平成 15 年 12 月開催の社保・国保審査委員連

絡委員会において、血小板輸血に対して不規則抗

体検査が認められるか協議した結果、「原則認め
ない。注記があれば認める場合もある。」とされ
ているが、どのような注記があれば認められるの
か、再度、協議願いたい。
〔関連記事〕「山口県医師会報」
平成 16年 2月 1日号・社保国保審査委員連絡委員会

血小板輸血に限った場合は認められない。

※以上の新たに合意されたものについては、令和
元年 9月診療分から適用する。
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投 稿 規 程（平成 27年 5月から）

1）投稿は本会会員に限ります。

 2） 内容につきましては、医療・医学に関連するものに限定させていただきます。

 3）他誌に未発表のものに限ります。

 4） 同一会員の掲載は、原則、年 3回以内とさせていただきます。

 5）字数は 1,500 字程度で、文章には必ずタイトルを付けてください。

 6）外国語単語の使用は認めますが、全文外国語の場合は掲載できません。

 7） 学術論文については、その専門的評価が問題となる場合があるため、掲載で

　　きません。（『山口県医学会誌』への投稿をお願いします。）

 8) ペンネームでの投稿は不可とさせていただきます。

 9) 送付方法は電子メール又はCD-R、USBメモリ等による郵送（プリントアウ

　　トした原稿も添えてください）でお願いします。

10） 編集方針によって誤字、脱字の訂正や句読点の挿入等を行う場合があります。

　　また、 送り仮名、数字等に手を加えさせていただくことがありますので、あ

　　る意図をもって書かれている場合は、その旨を添え書きください。

11）原稿の採用につきましては、原稿をいただいた日の翌月に開催する広報委員

　　会で検討させていただきますが、内容によっては、掲載できない場合があります。


